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We are designing health and physical education curriculum with the definite content of education. 1n d岱 igningthis cu凶cu-

lum， consideration should be given to血earωs such as血eportion of the Content， arrangement of UllitS and the contents of 

umts. 

In preceding study， the curriculum剖 thearea level was proposed. In this s旬dy，“practicefor physical exercise in play with 

apparatus and equipment" was verified if it could be regarded as the universal curriculum by the practice of unit curriculum. 

Analyzing the diagnosis of Physical Education class by the evaluation method of pupils' 副知ldeand the attaimnent research 

for excellent teaching quantitatively and qualitatively， it was concluded that the unit curriculum“Welcomeωthe Niooja 

world" is proved to be universal curriculum. 
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1.はじめに

日本の体育科の学習指導要領の変遷を概観すると，

「身体の教育Jr身体を通しての教育Jr運動の中の教育j

と目標理念が変遷してきたO すなわち，社会的な要請の

変化を背景に，およそ10年ごとに指導要領が改訂されて

いるのである O 平成23年度からも，新たな学習指導要領

が完全実施されるが1) 10年後に再び改訂される可能性

は非常に高い。それは，教育における不易と流行の不易

を忘れ，流行に流された議論に基づき改訂され過ぎてき

たことに大きな原因がある。

著者らは， 10年ごとに改訂されるようなカリキュラム

ではなく，いつの時代にも通用する普遍的なカリキュラ

ムの構築される必要があると考えている O

カリキュラムは，学問的・丈化的要請から設定される

スコープと，学習者の心理的・成熟的要請から設定され

るシーケンスとの交点に教育内容が措定されなければな

らない。この教育内容を習得した子どもたちは，社会的

要請にこたえる人間として成長・発達していくことが期

待されている O つまり，普遍的なカリキュラムのもとに

教育内容を身に付けた子どもたちは，どのような時代に

なろうとも社会的要請にこたえ得る人間として成長・発

達するカリキュラムを構築することが大切なのである O

図1は，先行研究で考究したカリキュラムの編成原理

を基盤に，体育科カリキュラムを構想する際の考え方を
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示したものである九すなわち，スコープを運動の分類・

ゲームの分類・技術の分類・スポーツの歴史の分類等，

体育科成立の丈化基盤である身体運動文化注1) から押さ

え，シーケンスを身体的・心理的・認識的等の観点から

子どもの発達を押さえ，その交点に普遍的な教育内容を

措定することの必要性を考究した。また，技能的特性に

触れる・機能的特性に触れる楽しさの追求や健康の追求

は，普遍的目標として位置づけられるべきであること，

体育科の目標理念としては， r身体の教育 (Educationof 

Physical) J r身体を通しての教育 (Education through 

Physical Activity) J r運動の中の教育 (Education in 

Movement Sport) J r運動についての教育 (Education

about Sport Science) Jの一つに偏することなく，全てを

バランスよく含みこませるべきと考えられることを指摘

したO

また，カリキュラムの作成は，学者・研究者が中心と

なって作成する「理想的カリキュラムjを基盤とし，国

が「公的カリキュラム(学習指導要領)J を作成し，こ

れを，学校・教師が授業実践の中で検証し仕上げられる

必要のあることを指摘した。つまり，普遍的な「理想的

カリキュラムjを作成するためには， r理想的カリキュ

ラム」と「実践的カリキュラム」の相互作用(理論の実

践化・実践の理論化)が求められるのである。

さらに，カリキュラムは，領域カリキュラム・単元配
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目標理念

・身体の教育

・身体を通しての教育

.運動の中の教育

・運動についての教育

普遍的目標

①楽しさの追求

・技能的特性に触れる

.機能的特性に触れる

②健康の追求

[普遍的なカリキュラム】

社会的要請

/ 
③②①  

(ルドゥス)スコープ(運動経験の積み重ね)客観性

学問的・文化的要請

運動の分類(例:移動系・操作系・回転系・バランス系)

ゲームの分類(攻防分離型・過渡的攻防相乱型・攻防相乱型)

技術の分類(クローズドスキノレ・オープンスキル)，技術史

スポーツの歴史・その他

モ一一

(パイデ、ィア)

①

②

③

④

 

身

体

運

動

文

化

作成した領域・単元配列・単元 それぞれのレベルにお

けるカリキュラムが普遍的カリキュラムとして位置づけ

られるのかどうかを実践のフィルターを通して検証しよ

うとするものである O

図 1.カリキュラム構成要素の関連(体育科の例)

11.小学校低学年における単元カリキュラム試案

表 1は，先行研究により考究した普遍的カリキュラム

に基づき編成した領域レベルのカリキュラムである 2)。

運動の分類は，ヒトの基本的運動 3) 4) を将来の運動

(スポーツ)種目を見据えて細分化した。すなわち， r操
作系の運動Jr足による移動運動Jr変形姿勢の移動・回

転運動Jr特殊な環境での移動運動Jr人とリズムに対応

する運動Jr人に対応する運動Jr人と物に対応する運動」

の7つに分類・設定した。これらと，公的カリキュラム

である新学習指導要領も考慮し，小学校高学年・中学校

の運動領域を設定した。

しかし，表2の新学習指導要領の領域編成とは，いく

つかの点で異なる O 著者らの試案では，これまでの学習

指導要領で用いられていた「基本の運動」領域を残し，

「体っくり運動」領域を高学年から配当したこと，また，

「水泳」領域を 3年生から配当したこと， r武道j領域を

高学年から配当したところに特徴がある。

小学校低・中学年期の子どもたちの発達段階は， r未
分化Jr未組織jである 5) 6) 7) 8)。したがって，運動を

種目として明確に分けることはふさわしくないとされ，

昭和52年に設定された「基本の運動」領域と「ゲーム」

列カリキュラム・単元カリキュラムの様々なレベルから

編成されなければならない。図 2は，これらの関係を目

標・内容・方法と関連させて示したものである。

目標と内容をおさえた領域カリキュラム・単元配列カ

リキュラムでは，一般的な発達段階にある子どもたちを

想定して設定されるので，個が埋没する O しかし，内容

と方法をおさえた実践的カリキュラム，すなわち単元カ

リキュラムでは，個人差を配慮して教材化注2) し，個を

浮かび上がらせる必要がある。したがって，広義の領域・

単元配列カリキュラムを基盤として狭義の単元カリキュ

ラムを作成し，実践を通してその有効性が検証されなけ

ればならないのである O この一連の研究の積み重ねが，

確かな普遍的カリキュラムを確立させるのである O

本研究は，その作業のーっとして，領域・単元配列カ

リキュラムの作成仁単元カリキュラムの実践成果から，
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図 2.目標・内容・方法とカリキュラムレベルの関係
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表 1.体育科カリキュラム領域編成試案
〈佐々 ら (2011)2) を改編〉

校種 小学校 中学校

学年 11213 

運動分類 領域編成

0操作系 基本の運動 休っくり運動

用具操作

0足による移動 走・跳 陸上運動 陸上競t

O変形姿勢の 器械 器械運動

移動 ・回転 器具

O特殊な環境 水

画 ><h種目 I咽での移動 炉『運

0人と 表現
t""" 

ダTFス
リズムに対応 リズム

。人に対応 力試し 武道

ーーーー ーーー ーーーーーーー

0人と物に対応 ゲーム ボール運動 球技

防分離 過渡的 攻防相乱

攻防相乱

表2.新学習指導要領(平成20年)の領域編成

小学校 中学校

1 2 11213 

体っくり運動

器械 ・器具(遊) 器械運動

領 走・跳(遊) 走・跳 陸上運動 陸上競技

水(遊) 浮く ・泳ぐ 水泳

域 ゲーム ボール運動 球技

武道

表現 ・リズム(遊) 表現運動 ダンス

領域9) の考え方は，踏襲すべきであると考えたO

「基本の運動」領域は， rある一定の課題を求めて楽

しむ個人的運動遊び」であり， rゲーム」領域は， r今もっ

ている力でルールをもって勝敗を楽しむ集団的運動遊びj

である。すなわち，課題を求めて楽しむ・勝敗の工夫を

楽しむといった特性から分類されたこれらの領域は，子

どもたちの発達段階に適合しているのである O

「ゲームj領域は，戦術体系から，低学年では「攻防

分離型J，中学年では「過渡的攻防相乱型J，高学年から

中学校にかけての「攻防相乱型」へと立ち上げる教材配

列が適していることは，著者らのグループの数多くの実

践から，その有効性と妥当性は検証されている川口)問。

新学習指導要領において，全学年に設定された「体っ

くり運動」領域は，旧来の「体操j領域が名称変更され

たもので， r自覚に裏付けられた目的追求の運動・必要

としての運動」という特性を有している O したがって，
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昭和52年以降の指導要領では 低・中学年の児童の実態

にはそぐわないとされてきた経緯がある O 事実，新学習

指導要領解説においても 1) r低・中学年においては，

発達の段階を踏まえると，体力を高めることを学習の直

接の目的にすることは難しいjとその問題点を認めてい

る。また，内容に示されている「多様な動きをつくる運

動」は， r基本の運動j領域で培おうとしていた巧綴性

(調整力) ・将来のスポーツ活動の素地経験の学習と同

義であると読み取られる。「体っくり運動j領域を低学

年から設定する新学習指導要領の考え方には矛盾がみら

れるのである。

また， r水泳」領域は中学年から設定するのが妥当で

あると考えている。運動発達の観点や身体組成の面から，

低学年で、浮くことの習得は十分に可能であり，中学年で

水泳の運動課題で、ある，浮く・呼吸を確保する・推力を

創出し長く泳ぐ・速く泳ぐといった内容に立ち上げ得る

表3.低学年の単元配列カリキュラム試案

l学期 2学期 3学期

年

生

2 

年

生
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と考えているからである 3)13)。

「武道」領域においても，高学年から， r丈化や伝統J
を内容に含み込ませた「武道」として国技である「相撲J
を取り上げるのがよいと考えている 14)。

表3は，この領域編成試案の低学年について，単元配

列カリキュラムのレベルで示した試案である。

作成に際しては，子どもたちの「未分化Jr未組織J
といった発達段階を考慮し，できるだけ単元数を少なく

することを心がけた。また，具体的に単元を構想する際，

3つの考え方を基盤とした。 1つ目は，運動種目への系

統が強く見られる内容については，単独で扱う単元を構

想する。例えば， r水遊び、」である o 2つ目は， r基本の

運動」領域内で，その内容を関連させた単元構想で，倒

えば， r走・跳の運動遊び」と「用具操作の運動遊びj

を関連させた単元である o 3つ目は， r基本の運動」領

域と「ゲーム」領域を関連させた単元構想、で，例えば，

「用具操作の運動遊び」と「ゲーム(的あて)Jを関連さ

せた単元である。

本研究では，実践校でのカリキュラムとの関係から 3

学期に位置づけた， r基本の運動」領域の「器械・器具

を使つての運動遊びjの単元カリキュラムの実践成果を

報告する。

皿.I忍者ワールドへょうこそリの実践

1. 目的

表 1の運動種目と運動発達の接点から措定された教育

内容を， r器械・器具を使つての運動遊び」として単元

構想した実践例の有効'性について検討しようとした。

すなわち，器械運動の運動種目と変形姿勢の移動・回

転運動である運動分類の接点に「腕支持Jr回転Jr着地」
の教育内容が措定された。本研究の目的は，実践を通し

て，これらの教育内容の妥当性を検証すること，ならび

に，本実践で習得された動きが， 2年生の「器械・器具

を使つての運動遊びjにおいて，また， 3年生以降の

「器械運動」領域において，どのような発展を見せるの

か，を推定することである O

また，個を浮かび上がらせるために用いた単元カリキュ

ラム構成の方法として遊びの考え方を取り入れる有効性

を検証しようとした。すなわち，動きへの挑戦・達成を

志向させ，遊びながら技能が習得されていくという環境

をっくり出した場は，子どもたちを夢中にさせるととも

に，動きを高め得るのかを検証しようとしたのである O

2.方法

授業は，表4に示す諸条件に基づいて実践した。

( 1 )対象

兵庫県下F小学校の 1年生を対象とした。

( 2 )領域・教育内容・単元名
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表 4.授業実践の諸条件

条件 内容

対象 兵庫県下F小学校 1年生

領域 基本の運動

器械・器具を使つての運動遊び

教育内容 腕支持・回転・着地

単元名 忍者ワールドへょうこそ!

教授活動 課題提不型(課題解決型)

課題をつかむ 課題とする動き(腕支持・

(3時間) 回転・着地)の理解

学習過程 課題を深める 動きの工夫

(9時間) (3時間) (回転・方向・ポーズ等)

技能的特性に

触れる 動きの習熟

(3時間)

学習集団 グループ学習 (3人組)

指導者 3 6歳男性教諭(教職歴 14年)

「基本の運動J領域に位置付く「器械・器具を使つて

の運動遊びjは，変形姿勢の移動・回転運動に分類され

る運動遊び群で，将来の器械運動へつながる素地経験を

培うことが求められる O したがって，変形姿勢から措定

された教育内容「腕支持jに加え， r回転Jr着地」の 3

つが措定された。

著者飢え器械運動は， r腕支持での表現運動」と言

い換えることができると考えている O したがって，器械

運動領域においても， r腕支持」は教育内容の中核とな

る。実際に，マット運動における回転系(接転技・ほん

転技) ・巧技系，鉄棒運動における支持系(前方支持回

転・後方支持回転) ・懸垂系出跳び箱運動における

切り返し系・回転系のいずれの技においても腕支持が内

包されている。また，器械運動の技の本質は，位置エネ

ルギーと運動エネルギーの合理的な変換にある 15)。した

がって，高い位置エネルギーをもっ倒立は，中核的な技

となる。しかし低学年児童には倒立は難しいという考

え方があるが，著者らは，片足つま先立ちができれば，

倒立のレディネスは備わっていると考えている出)。し

たがって， 1年生を対象にする本実践においても倒立を

基本技として位置づけた。

回転運動は，変形姿勢での移動運動でもあり，また，

マット運動・鉄棒運動・跳び箱運動の技のほとんどに含

まれている。この回転には上下軸・左右軸・前後軸によ

る3種類がある O したがって，単元の構成にあたっては，

いろいろな回転に挑戦できるように配慮した。

器械運動において，着地を意識すれば運動全体が一変

するといった事実があるように1ぺ技のできばえは「着

地Jに必ず表れる O また，膝を柔らかく使った音のしな



教育内容の明確な普遍的体育科カリキユラムの確立に向けて(1)一「器械・器具を使つての運動遊び」についての実践ー

い着地は，安全性を保障するだけではなく，跳躍運動後

において必ず生ずる重要な運動様式である O したがって，

器械運動だけでなく，陸上運動・日常生活をも見越し

「着地jを本単元の教育内容とした。

そして，これらの教育内容をトレーニング的に習得さ

せるのではなく，子どもの運動発達に適合させ，学習意

欲を喚起するよう教材化して，普遍的な目標である機能

的特性に触れる・技能的特牲に触れる楽しさを追求する

ように単元構成したものが本単元「忍者ワールドへょ

うこそ!Jである O

「忍者」をテーマにしたのは，①子どもたちの変身欲

求を駆り立てること，②音のしない動きや巧みな動きが

忍者からイメージしやすいこと，③いろいろな器械・器

具を設定した場を何かに見立ててストーリーがつくれる

こと，の3点からである O つまり.r忍者jは技能習得・

習熟へ子どもたちを夢中にさせるテーマになると考えた

のである。

図3は，忍者ワーlレドとして設定した場を示している。

「腕支持」が主として関係する場は.rさかだちワールド

(かえるの足打ち・壁倒立)JrJIIとぴワールド(平均台

をf吏ったJII跳ぴ)JrうさぎとぴワールドJrトントンワー

ルド(馬跳ぴ)Jrとぴのりワールド(舞台へ腕支持で跳

ぴ乗る)Jの5つ. r回転」が主として関係する場は，

「さかあがりワールド(壁を使った逆上がり)J rゆりか

ごワールドJrくるくるワールド(前転)J rいっしょに

ワールド(集団マット)Jの4つ.r着地」が主として関

係する場は「とぴおりワールド①(舞台からの跳び下り )J

「とぴおりワールド②(肋木からの跳び下り )JrJIIとぴ

ワールドJrさかだちワールドJrさかあがりワールド」

の5つである。この場の設定にあたって留意したことは，

教育内容の中核である腕支持の場を多くしたこと，また，

かえるの足打ちの後に倒立，うさぎ跳ぴの後に馬跳び，

ゆりかごの後に前転に取り組む等，動きの系統性を見据

えた類似の運動に連続して取り組めるようにしたことで

ある O

このような場の設定は. r個体発生は系統発生を繰り

返す」というヘッケルの「反復説jを背景にしているl九

すなわち，器械運動の技が発展してきた過程(人類の歴

史)を，子どもたちは運動する中で自然と辿り，動きを

開発し，技能を身につけていくという考え方である。し

たがって，場の設定にあたっては，子どもが夢中になっ

て課題に取り組み，課題性の高い動きが自然と生起する

ように配慮した。

( 3 )教授活動・学習過程

学習過程は，課題解決学習の基本的な学習過程である

「課題をつかむJr課題を深めるJr技能的特牲に触れるj

に沿って 9時間で編成した。

「課題をつかむ」段階では それぞ、れの場で課題とす
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る動きを理解して取り組むことをねらいとした。また，

教育内容に触れた動きを発展させていくことを志向させ

た。この際. rお尻を高く上げて平均台の向こう側へ行

けるかな」といった少し難しい課題も適宜教師が提示し

ていくことにした。

「課題を深める」段階では，方向・速さ・回数・距離・

高さ・人数・ポーズ・リズム等，動きを工夫する観点か

ら，子どもが高めようとする動きを整理した。その中で

クラスで，共通に取り組む動きの課題を提示し，個々の

能力に応じて「回数を減らしてみようJrピタッと着地

できる高さを考えて跳び下りょうJなど個人差に配慮し

た課題に挑戦させた。

「技能的特牲に触れるj段階では，今まで発展させて

きた動きに繰り返し挑戦する中で，動きの習熟を図るよ

うにさせた。すなわち，忍者ということを意識させ，究

極の動きである「音のしないしなやかな忍法(技)J を

習得させることを目指した。

( 4 )学習集団

集団内異質・集団間等質の 3人組のグループ学習とし

た。それは，上手な子を見で憧れる「憧慣jからまねを

する「模倣J.壁倒立・前転などでの「補助」 ・なぜ、う

まくできるのかに気付く「観察」 ・気づいたことの「交

流jなど，仲間で学び合う関係をつくりだそうと企図し

たことによる O したがって，グループを固定し，学び合

う姿が自然と表出されるように. r先頭の子のまねをす

るjなどの「きまりjを設定した。

( 5 )学習成果について

1 )情意的側面

態度測定法による体育授業診断18) を単元前後に実施

し，子どもの体育授業に対する愛好的態度を測定した。

2)学習行為について

「よい授業への到達度調査J19) に子どもの感じたこと

や考えたことを記述させるようにしたアンケート調査を

毎授業後実施し，量的分析と記述内容の質的分析を通し

て，子どもの認識の変化を探ることにした。記述内容に，

自分・仲間への気づきに加え，環境への気づきも記述さ

せた2九環境への気づきでは，子どもたちに活動する場

やモノを擬人化させ，運動の場と会話した記述内容を探

ることで本教材をどのように認識しているのかを探ろう

とした。ここには，子どもたちにとって，鉄棒が痛いモ

ノ・平均台が怖いモノではなく，私を回転させてくれる，

あるいは，私をフワッと浮かせてくれ異空間に連れていっ

てくれる友だちであってほしいという実践者の願いがあ

るO 子どもたちは，忍者ワールドという場をどのように

感じ，どのように捉えているのか。このような環境への

気づきを辿ることで，子どもたちの「環境観Jr教材観」

を把握しようとした。

3 )技能的側面
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教育内容の明確な普遍的体育科カリキュラムの確立に向けて(1)一「器械・器具を使つての運動遊び」についての実践ー

技能の習得状況は単元終了後に， 1腕支持」について

は「壁倒立」で， 1回転」については「逆上がり j と

「前転jで， 1着地」については 1180。回転着地」で評

価することにした。評価基準は， IA:十分満足できるj

IB:おおむね満足できるJIC:努力を要する」の3段

階を設定し授業者が下記の基準で評価した。

「壁倒立」は， IA:壁倒立が一人でできるJIB:補

助壁倒立JIC:できない」とし， Bの補助壁倒立では，

5干少間できることを条件とした。

「逆上がり jの評価基準は， 1 A :壁を蹴らずに逆上

がりができるJIB:壁を蹴って逆上がりができるJIC: 
できない」とした。

「前転jの評価基準は， IA:立位からの前転ができ

るJIB:しゃがんだ状態からの前転ができるJIC:起

きあがる際，手をついてしまう」としたO

「着地」の巧拙は， 1回転ジャンブjの着地動作で評

価することにした。基準は， 1 A : 360。回転してピタッ

と着地できるJIB: 1800 回転してピタッと着地できる」

IC : 180。回転した後，ビタッと着地ができず動いてし

まう j とした。なお， A基準である360。回転について

は，ジャンプや回転・バランス等，着地動作以外の能力

が関係してくることと時間的制約から，全員が容易にで

きる半回転(1800 回転)着地のみについて測定した。

比較対象は，F小学校の 2年生の結果とした。

3.結果ならびに考察

(1)情意的側面と学習行為について

表5は，単元前後に実施した態度測定法の診断結果を

示したものである。また，図 4は， 1よい授業への到達

度調査jの量的結果を示したものである O

態度測定法の診断結果は，男女とも「高いレベル」で，

授業の成否は， 1成功j と診断された。このことは，本

実践が児童の授業に対する愛好的態度を向上させ得たこ

とを示している。

また，男女ともに共通して標準以上の伸びを示したも

のは， 8項目中 11.はりきる気持ちJ12.運動の爽

快さJ16.仲間への思いやりJ17.学習のよろこび」

18.主体的活動」の 5項目見られた。

「よい授業への到達度調査jの， 1精一杯に運動する

ことができましたか (情意目標)J， 1グループの人たち

と力を合わせて仲良く運動することができましたか(社

会的行動目標)Jについては，単元を通して 9割以上が

「はいjと答えていた。

また， 1うまくなったことがありましたか(技能目標)J

は， 4時間目に大きな伸びを示し，以降単元終了まで 9

割以上が「はいjと答えるようになったO

Irあっそうか.1rわかった !こうすればいいのか』と

いうことがありましたか(認識目標)Jは，単元前半 8
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表 5.態度測定の診断結果

男 子 女 子

単 市よxて- 単 単 前<xて- 単

意見項 日 7G 7G 7G 7G 

円IJ 化 後 目IJ 化 後

1 はりきる気持ち / O × / O 

2 運動の爽快さ ノ O O ノ O 

よ 3 授業時数 O O 

ろ 4 深い感動 O O ノ O 
ヲ，

5 がんばる習慣 O O 

び 6 仲間への思いやり O ノ O O ノ O 

7 学習のよろこび O l' O O l' O 

8 主体的活動 / × ノ O 

態度得点 B 4 B C 4 A 

単元後の態度得点 両いレベル 両いレベノレ

単元期間の授業の成否 成功 成功

0.9 

0.8 

0.7 

123  4 5 6 7 8 9 (時)

...... ー精一杯に運動することができましたか

....... ・ーうまくなったことがありましたか

ーもー「あっそうかJrわかった!こうすればいいの
か」ということがありましたか

・・.x・・グループの人たちと力を合わせて仲良く運
動することができましたか

図4. ['よい授業への到達度調査」の単元経過に伴う変化

割前後であった。「課題を深めるj段階終盤の 6時間目

に9割に達し，それ以降高い数値を示した。

表6は，態度測定の診断結果から男女ともに標準以上

の伸びが見られた 5項目と， 1よい授業への到達度調査」

の結果との関係を体育科の目標構造注5) を観点に整理し

各観点において高値を示した要因を推察したものである O

要因は， 1よい授業への到達度調査jの記述内容や実践

者の授業時の観察から導出したものである O また，態度

測定で男女ともに標準以上の伸びを見せた 5項目は，そ

の質問項目の内容から，情意・技能・社会的行動に対応

させて示した。

態度測定法の診断結果・ 「よい授業への到達度調査」
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表 6.態度測定の診断結果と「よい授業の到達度調査j結果の関係とその要因

目標 態度測定法の診断結果 「よい授業jへの到達度調査結果 要因 (キーワード)

1.はりきる気持ち 遊び (変身欲求・ストーリー性・

情意目標 2.運動の爽快さ 全時間 9割以上 少し難しい課題・憧懐→模倣)生

8.主体的活動 活化

技能目標 7.学習のよろこび 4時間目から 9割以上 できる楽しさ

認識目標 一一一一一一一一 6時間目から8.5割以上 自分・仲間・環境への視点

社会的行動目標 6.仲間への思いやり 全時間 9割以上 3人組でのグループ学習

の結果から， I情意目標jは達成されていると評価され，

本単元は，子どもたちにとって楽しいものであったこと

が伺われた。このことは，その要因として，変身欲求・

ストーリー性・少し難しい課題 ・憧僚から模倣へ，といっ

た遊びの要素を含んだ単元に構成したことが，機能して

いると考えられた。後述するように，学校生活の中でも

学習した内容に取り組む姿が見られ， 生活化されたこと

からも伺われた。

「技能目標jでは， Iよい授業への到達度調査」の結

果が， 4時間目以降に 9割以上の高値を示し，できなかっ

た動きができるようになったという「できる楽しさjが

要因であったと考えられた。

「認識目標jは， Iよい授業への到達度調査jの好意

的比率が， 6時間目以降高値を示したことから， 子ども

たちにとって場やモノが自分を楽しませてくれる仲間で

あるという認識が生成されたことによると考えられた。

「社会的行動目標」は， Iよい授業への到達度調査」

(c:赤玉を爆弾と見立てる〉

写真 1.実践で見られた子どもの動きと場の工夫
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写真 2.r憧憶」から「模倣」へ

において，全時間 9割以上の高値を示し，単元当初から

「きまり j として取り組んだ 3人組のグループ学習が機

能したものと考えられた。

( 2 )情意目標について

写真 1は，忍者ワールドで見られた子どもたちの動き

や場の工夫である。

「忍者ワールドjは，忍び足で歩いたり，写真 1ー

<a>のように鳥に変身したりと多様な忍者の動きを誘

発し 子どもたちに忍者に変身する変身欲求を充足させ

ていたと感じられた。そして，肋木を大阪城の石垣・舞

台を姫路城としたストーリーが生起し，写真 lー <b>
のように「槍にうたれて傷ついているJ，I舞台に音をし

ないように跳び、乗って忍び込み，お宝を盗んで見つから

ないように跳び下りる」といった活動を生起させること

が認められた。また，教師の提示した赤玉を爆弾と見立

て，赤玉にあたらずまっすぐ前転することを意識化する

とともに，その幅をさらに狭くする (写真 1ー <c >)な

どの姿がみられるようになった。

また， I逆上がりワールドで壁を蹴る回数を減らそう」

「川とびワールドで音がしないように移動しようjといっ

た教師から 「少し難しい課題jを提示したことも，子ど

もたちを夢中にさせた要因と考えられた。そして，授業

中に工夫した動きを「かっこいいね!Jと声をかけるこ

とによって，他のグループの児童もその動きに憧れ・ 真

似をする (憧慢→模倣)といった動きの伝播も見られた

(写真 2)。

さらに，休み時間には，廊下 (オープンスペース)で

馬跳びが見られたり， 壁倒立をするために壁を取り合う

姿が見られたりした。



教育内容の明確な普遍的体育科カリキュラムの確立に向けて(1)一 「器械 ・器具を使つての運動遊び」についての実践ー

表 7.子どもたちの記述内容から整理した「できるようになった」動きとその発展

I 2I 3 141 5 I 6 17 1 8 191 発展した動き

かえるの足打ち 回数を増やす

:lip-J |J i J J|J J ;J l;J JJ|:::|::l J;ff1J !:|!J211ifiirjj::J 
舞台への跳び乗 り

回|逆上が り

2I  2 I 1 I I 5 I 2 I開脚で跳び乗る・閉脚で跳び乗る

6 I 3 I 5 I 3 I 5 I 5 I 2 I 2 151壁を蹴る回数を減 らす

転|-r三一一一一t--i --1-----~一一~--ト~-;--~----~--~--~・h・ -t - --- - I去三22日首Aji---.
着地 2 I 8 I 6 I 6 I 3 141 6 I 2 Iポーズをして着地する・ 音をださない

単元終了後も忍者ブームは続き， r壁から少しはなれ

た所で倒立をして， 2 ~ 3歩あるいて壁倒立をするjな

ど自分たちで設定した課題で遊ぶ姿が見られた。

態度測定法の診断結果で 「はりきる気持ちJr運動の

爽快さJr主体的活動」 に大 きな伸びが見られたことの

具体は，このような子どもたちの姿として観察された。

( 3 )技能目標について

表 7は， rよい授業への到達度調査jの自由記述に書

かれていた 「できるようになったj動きを整理 したもの

である。前述した図 4の 「上手くなったことがありまし

たか」の 「はいjの割合が 第4時に飛躍的に上昇した

ことの内実は，表 7に示した動きができるようになった

ことによるものであった。

第 4時以降の記述内容を見ると， rさかあがりが『ト

ン』てけっただけでできた」から 「さかだちを音をださ

ずに『フワン』てできてうれしかったですjに見られる

ように，技が初めてできたという内容から，技の完成度

が高まったと読み取れる内容へと変化 していることが認

められた。事実，授業で，逆上がりでは壁を蹴る回数が

減ったり ，壁倒立で壁にあたる音がしないような倒立が

できるようになっていった子どもの姿等が観察された。

1 )壁倒立 (腕支持)

1時間目に 「だれでもすぐに壁倒立ができるようにな

るよ」 という教師の投げかけに 「そんなこと無理だjと

叫ぶ子が多数いた。 しかし目玉(教具)を用意し， 倒

立する際，床においた目玉を見ることによって頚反射

注6) を促進すると，補助壁倒立は，ほぼ全員が第 1時間

目にできるようになった。その後， r逆立ちをしますJ
と言うだけで歓声があがるようになった。この実態は，

補助壁倒立の成功体験が，学習意欲の向上へ結びついた

ことを示していると考えられた。

表 8は，単元後の倒立の習得状況をまとめたものであ

る。 比較対象として， 本単元で構想している単元カ リキュ

ラムは体験 していないが， 器械・器具を使つての運動遊
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表 8.倒立の習得状況

基 内 容 1年生 よじ 2年生

一治寸- n =34 較 n =28 

A壁倒立 A 28人 11人

一人で % 約82.4% > 約39.3%

BI補助 人 6人 14人

壁倒立 % 約17.6% 50% 

CIできない 人 O人 3人
-・・-----・・---------------------------- -・・-----------------
% 0% > 約10.7%

B基準以合上計 1人% 
34人 25A 

100% > 約89.3%

表 9.側方倒立回転の習得状況

内 容 1年生 n=34 

腰が頭部の上を通過する い 人 l
膝を伸ばしてできる 12人 } 約47.1%

膝がお尻より高く 上がる 113人 l 

写真 3:壁倒立
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A児 B 児

写真 4.壁倒立における重心線と基底面の関係

びの学習経験のある 2年生の同時期の習得状況を合わせ

て示した。

l人で壁倒立のできる割合は， 2年生の倍以上を示し，

特に， IC:できないjは1年生では一人もおらず，腕

支持感覚を全員に習得させることができた。

また，本単元において， lHIJ方倒立回転に挑戦する子が

多数出現するなど動きの発展と多様化が見られた。表9

は，側方倒立回転の習得状況を藤井の評価基準刊 に基

づいて集計したものである O 膝をお尻より高く上げる動

きのできる子が47.1%存在した。

しかし， 1人で倒立ができる児童は 2名と少なかった。

これには， IA:壁倒立が一人でできるJ(写真3)とい

う基準設定が， 1人での倒立の発展を考えた場合，必ず

しも適切で=なかったことの影響が考えられた。すなわち，

壁倒立で壁に頼りすぎると， 重心線を基底面に落とす感

覚の習得の妨げになるからである (写真 4)。 したがっ

て， 一人で壁倒立がでLきるようになれば，片足を壁から

はなせるように意識化させる指導の必要性が示唆された。

2)逆上カずり (回転)

逆上がりでは，壁 (床を含む)を蹴る回数を減らすこ

とを課題に取り組ませた。

表10.逆上がりの習得状況

基 内容 1年生 比 2年生

準 n =34 較 n =28 

A壁を A 8人 10人
-・・.....-・・............................ -・・-----------------

蹴らずに % 約23.5% < 約35.7%

BI壁を A 23人 14人

蹴って % 約67.6% > 50% 

CIできない A 3人 4人

% 約8.8% > 約14.3%

B基準以合上計 I人% 
31人 24人

約91.2% > 約85.7%
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写真 5.逆上が、りができる子 (右)と
できない子(左)の比較

表10は，逆上がりの習得状況をまとめたものである O

A基準の達成度を 2年生と比較すると 2年生の方が高かっ

たが， B基準以上では 1年生の方が優れていると評価さ

れた。前者の要因は，評価に用いた鉄棒の高さが影響し

ていると推察された O すなわち， 平均身長約127.2cmの

2年生にも， 平均身長120.0cmの 1年生にも同じ高さの

鉄棒を用いたことの影響が考えられた。すなわち，逆上

がりは， 重心をいかに鉄棒の高さに上げるかが課題とな

ることから， 1年生の習得状況が2年生よりも劣ってい

るとは言えないと考えられた。

なお， 1年生の逆上がりができなかった3人は， 写真

5に示すように，逆さ姿勢になった際に，肘を伸ばせて

いなかった。つまり，肘を曲げてしまい，結果として股

関節 (重心)を鉄棒に近づけられなかったのである。

肘が曲がってしまう子には， I肘を伸ばすことJI壁を

蹴った反対側の足をクッと鉄棒にヲlっかけること」を指

導すれば，低鉄棒での逆上がりは簡単にできることにつ

いての実践者の運動構造に対する認識のなかったことが

反省点としてあげられる。子どもが運動する姿からつま

ずきを見抜く教師の力量が問われる出来事であった。

3 )前転 (回転)

単元前半では， 写真6に見られるように，倒れる・しゃ

がめない・手をついてしまう，といった実態が数多く見

られた。そこで，大きなゆりかごを指導し前転の動き

との関連性を意識させることにした。

倒れる しゃがめない 手をつく

写真 6.単元前半に見られた前転のつまづき例
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写真 7.大きなゆりかご

写真 8.補助の仕方と発展した動き例

著者らの言 う大きなゆりかごとは，首倒立で足を高く

上げ位置エネルギーを大きくし腰角度を大きく保った

状態で倒れ込み，床に足が着くぎりぎりの所で止める

(足が床に着いてはいけない)ことを繰り返すのである。

このことによって，体幹のしめ感覚をつかませるととも

に，跳ぴ込み前転にもつながる腰角度の大きい完成型の

前転ができるようになる。このゆりかごを数回繰り返し

た後に，床に足が着 く直前にかかとをお尻の方へもって

きて，手を前方に出せば慣性で自然と立てるようになる O

換言すれば，位置エネルギーを合理的に運動エネルギー

へ変換し 重心を基底面の上へもって行けば自然に立て

るのである (写真 7)0 同時に，基底面の上に重心をもっ

てくる前転の終末局面での補助の仕方も指導 した。その

結果，開脚前転や伸膝前転に近い動きも見られるように

なってきた (写真 8)。

図5は，藤井が7段階に分類した前転の評価基準であ

る211。すなわち. r 1 :いろいろな姿勢からのでんぐり

がえしJr 2 :手をついてしゃがんだ姿勢になれるJr 3 : 

手をつかないでし ゃがんだ姿勢になれるJr 4 :立位か

ら前転Jr 5 :立位から膝を伸ばして回転するJr 6 :立

位から片足ずつ踏み切って，腰が頭の上を通る前後に腰

角度が90度以上聞く膝を伸ばした前転Jr 7 :立位から
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• 前転の運動様式• a 

7 (~ 〆官で多盛d続L4
6 Fヲ市喝事&~d
5 f代A3ゐ街並s会

4 長斗M 地図?

3 ~ .~~沿線3互会
2 ~~8セbd盛bd
1 認Ava彦必弘&[

図 5.r前転」の評価基準表

表11.前転の習得状況

基| 内 容 1年生 |比

準 n=34 較

2年生

n =28 

1人

約3.6%

5人

17.9% 

17人

約60.7%

5人

17.9% 

23A 

>1 約82.1% 

AI大 きな |人

立位相会

2人

約5.9%

24人

の前転1%1 約70.6%

BIしゃがん|人 3人

だ姿勢 1%1 約8.8%

CI手をつく|人 5人

B掛叶会
約14.7%

29人

合計 1%1 約85.3%

> 

> 

> 

両脚で踏み切って腰が頭の上を通る前後に腰角度が90度

以上聞く膝を伸ばした前転」を基準にしている。

前転動作の発達過程は，膝・股関節を終始屈曲させる

「かかえこみ型」タイプを経て. 9 ~ ll歳頃で股関節の

伸展はまだ不十分であるが腰が頭の上を通る前後で膝関

節を伸展させる「準完成型」ができるようになることが

明らかにされている 22)0 rかかえこみ型jは藤井の言う

r 3 :手をつかないでし ゃがんだ姿勢になれる」となり，

「準完成型」は r4 :立位から前転Jr 5 :立位から膝を

伸ばして回転する」を含むと考えられる O したがって，

本研究では，藤井の r3JをB基準. r 4・5JをA基
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表12.回転着地の習得状況

基 内容 1年生 よヒ 2年生

一治寸- n =34 較 n =28 

A 360。回転 ¥ ¥ ¥ ¥  

ト~
ピタッと着地 ¥¥¥¥  

B 180。回転 人 34人 27人

ピタッと着地 % 100% > 約96.4%

C 180。回転 人 O 人 1人

着地後動く % 0% > 3.6% 

B基準以上 人 34人 27人

合計 % 100% > 約96.4%

準とした。

表11は，前転の習得状況を整理したものである O

A基準の習得率は， 1年生の方が優位に高いことが認

められた。しかし， 1年生の 5人は C基準レベルであっ

たが，これらの児童は大きなゆりかごを習得できていな

かった。つまり，位置エネルギーを運動エネルギーに変

換するとともに，腫が床に着く寸前でお尻の下にもって

くることができなかったのである。すなわち，大きなゆ

りかごの習得と前転の立つ動きとのつながりを徹底させ

ることのできなかったことが要因と考えられた。

4)回転着地

子どもたちは，跳ぴ下りる際に，ポーズをと ったり，

回転したり，手をたたいたりと，いろいろな動きをして

も，膝を曲げてピタッと止まる音のしない忍者着地に取

り組んだ。足の下で手をたたいたり， 360。回転しでも

ピタッと着地できるようにと， 主体的に着地課題がどん

どん発展していく様子が観察された。

表12は， 着地能力を1800 回転着地で評価した結果を

示したものである O

I年生は，全員がB基準を達成できていることが認

められた。これには，舞台の上や肋木からの跳ぴ下 りを

何回も経験し，忍者を意識する中で自然と上手な着地動

作を習得した結果であった。将来の器械運動や陸上運動

につながる動きの系統性や，跳ぶ運動は日常生活でも頻

繁に見られることから， 着地の技術は安全面から見ても

重要な運動様式である O したがって，器械・器具を使っ

た運動遊びにおいても， 着地を教育内容として措定する

ことは適切で，かっ低学年児童の発達段階にも適合性の

高いことが確認された。

( 4 )認識目標について

子どもたちの認識の変容は，学習カードに記述させた

「自分Jr仲間Jr環境」への気づきに関する内容の変遷

から把握 した。

図6は，記述内容を分類し その変化をキーワードで

整理 したものである。

単元前半は， rマットさんは，みんなが前回りをして

『いたいよ ~j と 言っ ている 。 j といった技の未習熟，

「できるようになるかなあjといった不安感， r肋木さん，

高いところから跳び下 りてこわかったあ。」といった恐

怖心， r鉄棒さん，ぼくはまだ鉄棒が苦手だけど，でき

るようにな って喜ぶことを待っててね。」といった期待

感に関する記述が見られた。しかし，単元中盤にかけて，

「マットさんでは軽く，鉄棒さんはトンって優しく回り

たい」といっためあてに関する内容や「くるりんばって

できたよ 。j といった技能の向上に関する内容が増加し

ていった。

第6時からは，記述内容が多様になってきた。すなわ

ち， rマットさん，応援してくれでありがとう 。上手に

ポーズができた。j といったマットというモノに対する

「感謝」の気持ち， r鉄棒さんと 一緒に楽しめました。J
といったモノへの「仲間意識J， rゆりかごワールドで立

っとき 『ドン』 じゃなくて 『すとん』ってできないと忍

者じゃない。jといった忍者への価値. r新しい技を発明

した。」といった「動きの工夫Jr動きの発展・多様性」

に関しての記述が見られるようになったO

ここには，技の習熟にかかわって，できるようになっ

写真 9.そろえる 写真10.連続跳び乗り

第 1時 | 第 2時 第3時 | 第4時 | 第 5時 第6時 | 第 7時 | 第 8時 | 第 9時

不安 めあて

記 恐怖

述 期待 技能の向上 感謝

内 技の未習熟 仲間意識

~ 動きの工夫

動きの習熟 動きの発展性・多様性

図6.学習カードに見られた記述の質的変化
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たことやより美しい技に挑戦しようとする気持ち，新た

な技の発見など，動きの発展性・多様性にふれた子ども

たちなりの言葉が見られた。これらが， rよい授業への

到達度調査jの結果(図 4)の新しい発見の好意的比率

が高まった内実であったと伺われた。

これらのことから，本単元構成は，自分・仲間・環境

への気づきといった視点を子どもたちにもたせることが

でき，認識の深まりを生みだすことに機能することが認

められた。

( 5 )社会的行動目標について

3人組のグループ学習が，子どもたちの学び合いを活

性化させたことは， rよい授業への到達度調査jの結果

が7時間目を除き95%以上の高値を示したことからも考

えられた。

すなわち，仲のよい・賢い(運動や練習の方法がわか

る)学習集団を育てることは よい体育授業を生みだす

条件である，とする先行研究の結果を裏付けるもので、あっ

た23)O

グループの中での上手な子に憧れ，真似をする「憧慢

→模倣J(写真2)，補助をする(写真8) といった，技

習得場面でのかかわりに加えて 前転をみんなでそろえ

る(写真 9)，連続して跳び乗る(写真10) といった集

団技の課題形成と達成に機能し，子どもたちに体育授業

の楽しさをより感受させていることが認められた。

また，友だちの動きを観察して，見本を見せながら動

きのポイントを言葉で説明したり，できない動きができ

るようになったことを自分のことのように喜んだりする

姿が承認の喜びとなり，子どもたちの学習意欲を向上さ

せる要因になっていたO

技能の習得状況から，運動種目・運動発達の両面から

措定した「腕支持Jr回転Jr着地j課題は，低学年児童

への適合性の高いことが認められた。

また，態度測定と「よい授業への到達度調査jの結果

から，友だちと学び合いながら技能を向上させ認識を深

め，楽しんで課題に取り組んでいたと評価された。これ

らは，普遍的目標として掲げた機能的特性や技能的特性

に触れた楽しさを追求する具体的な姿であると言える O

したがって， r忍者ワールドへょうこそ!Jの単元カリ

キュラムは，普遍的カリキュラムに位置づけられ得ると

考えられた。しかし，本単元の学習成果は目的にも記述

したように中学年での器械運動領域においても確かめら

れる必要がある。この点については，今後の課題である O

N.要約

教育内容の明確な体育科カリキュラムの確立に向けて，

「基本の運動」領域の「器械・器具を使つての運動遊びj

を「忍者ワールドへょうこそ!Jと名付けた単元カリキユ
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ラムに構成し，成果を検討した。すなわち，提案した単

元カリキュラムが小学校 l年生の発達段階に適合し，学

習成果を高め得ることを実証しようとした。

1)変形姿勢での移動・回転運動と器械運動の種目特性

から措定された腕支持・回転・着地を中核とする器械・

器具を使つての運動遊び「忍者ワールドへょうこそ!J 
は，倒立・逆上がり・前転・ 1800 回転着地のできばえ

から，1年生の子どもたちの発達特牲に適合しているこ

とが認められた。

2)動きの系統性や教育内容の関連性をおさえた「忍者

ワールドへょうこそ!Jの単元カリキュラムは，体育授

業に対する愛好度を高め得ることが認められた。

3)教育内容にふれる場を多く設定した忍者ワールドに

よる 3人組での課題提示型の解決型学習は，子どもの動

きに多様性と発展性を生み出すことに機能することが認

められた。

以上のことから， r忍者ワールドへょうこそ!Jの単

元カリキュラムは，情意・技能・認識・杜会的行動の学

習成果を高め得ることが認められた。したがって，本単

元カリキュラムは，普遍的カリキュラムに位置づけてよ

いと考えられた。

しかし， r倒立」において，片足を壁からはなした倒

立を子どもたちに意識させること， r逆上がり jにおい

て，腕を伸ばすことと壁を蹴る反対の足を鉄棒にひっか

けることを意識させること， r前転」において，大きな

ゆりかごを充分に習得させることの必要性が指摘された。

注

注1)身体運動丈化とは， r生存牲にかかわる『からだ』

を中核に，欲求や必要に基づいた身体運動をともなう

遊びゃ労働を基底にし，社会の変化や諸科学に関連し

ながら，発展・構築された人間の身体運動にかかわる

総合文化jである。

注2)教材は「習得されるべき教育内容を典型的に含み

もち，子どもの主体的諸条件に適合させ，学習意欲を

喚起するように『方法的に仕組まれた』教授・学習活

動の直接の対象となるものj と定義される O なお，

「主体的諸条件jには，身体的条件・認知的条件・情

緒的条件・理性的条件・社会的条件の 5つが想定され

る。

注3)著者らは，鉄棒でのぶらさがりも腕支持の一つの

運動様式と考えている。

注4)著者らは，片足つま先立ちができれば，倒立がで

きると考えている。両者を比較すると，倒立の方が基

底面が広い・重心の高さはほぼ同じ・質量は全く同等

である O また，片足つま先立ちができるということは，

バランス制御機能はすでに成熟していることを示して
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いる。したがって，片足つま先立ちよりも倒立の方が

難易度は低いと言える。にもかかわらず，教師の多く

は倒立は難しいと考えている O 倒立ができないのは，

非日常的運動で，経験が不足していることに過ぎない

のである。この考え方の妥当性は，横峯の幼稚園にお

ける実践ω からも明らかである。

注 5)著者らは，体育科の究極の目標を「生涯にわたっ

て主体的に運動を享受できる能力の育成Jr的確な判

断に基づく行動力の育成」とし，多くの実践研究の結

果をふまえて，近い目標を「技能的目標(上手になる:

身体能力)Jを中核に， r認識的目標(わかる:学習内

容としての知識)J と「社会的行動目標(守る・かか

わる:規範的・価値的態度)J が関連し合いながら

「情意目標(楽しめる・好きになる:意欲・関心)Jが

達成できる構造として提案している 2九

注6)頚反射:頚の向きで四肢の筋緊張が変化する反射。

ここでは，倒立時に，両手の上方に置いた教具として

の目玉を見ることによって両腕が伸びる頚反射を利用

しようとした。すなわち，頚を上げ，肘を伸ばせば自

分の体重は十分に支えられ，低学年児童でも(筋力が

弱くても)倒立姿勢は保持できるのである O
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